
 

熊
谷
市
立
妻
沼
西
中
学
校 

 
 
 
 

 
 

 
 

校
長 

根
本
恵
美
子 

 

一 

本

校

の

沿

革 

 

昭

和

三

十

九

年

四

月

、
妻

沼

町

立

妻

沼

中

学

校

、
太

田

村

立

太

田

中

学

校

が

統

合

し

、
妻

沼

町

立

妻

沼

西

中

学

校

と

し

て

歩

み

出

し

ま

し

た

。
翌

四

十

年

四

月

に

は

、
男

沼

村

立

男

沼

中

学

校

が

統

合

。
平

成

十

七

年

十

月

に

妻

沼

町

と

熊

谷

市

の

合

併

に

よ

り

熊

谷

市

立

妻

沼

西

中

学

校

と

な

り

ま

し

た

。
平

成

二

十

三

年

度

か

ら

小

島

中

学

校

休

校

に

伴

い

、

通

学

区

域

も

広

が

り

ま

し

た

。 

学

区

内

に

あ

る

観

清

寺

に

残

さ

れ

て

い

る
「

家

庭

心

得

」

に

あ

る

よ

う

に

学

校

と

家

庭

、
地

域

が

ひ

と

つ

に

な

り

生

徒

が

満

足

感
・
達

成

感

を

味

わ

い

笑

顔

あ

ふ

れ

る

学

校

教

育

を

目

指

し

、
「

学

び 

磨

き 

鍛

え

る

」

の

学

校

教

育

目

標

の

達

成

を

目

指

し

て

い

ま

す

。 

二 

校

章

・

校

歌

制

定

に

係

る

エ

ピ

ソ

ー

ド 

 

１ 

校

章 

 
 

➀ 

昭

和

三

十

九

年 

制

定 

 
 

② 

形

あ

る

物

で

最

も

安

定

感

を

有

す

る

も

の

と

言

え

ば

正

三

角

形

。
そ

の

原

型

を
「

め

ぬ

ま

」
の

“

め

”
の

字

を

象

形

し

て

輪

郭

化

し

、
三

箇

の

鉾

で

『

妻

沼

』
『

太

田

』
『

男

沼

』

の

地

区

を

表

現

。

併

せ

て

教

育

の

真

髄

を
「

知

徳

体

」
に

集

約

し

て

表

現

し

よ

う

と

試

み

た

も

の

で

す

。
知

は
「

知

恵

と

英

知

と

知

致

」
、

徳

は

「

時

を

守

り

、

場

を

清

め

、
礼

を

正

す

」
、
体

は
「

心

身

共

に

健

康

」
な

社

会

人

に

成

長

し

て

く

れ

る

こ

と

と

し

、
こ

れ

を

西

中

教

育

の

不

易

な

も

の

と

し

て

育

て

て

ほ

し

い

と

い

う

願

い

が

込

め

ら

れ

て

い

ま

す

。 

 

２ 

校

歌 

 
 

➀ 

昭

和

四

十

一

年

十

二

月

十

日 

校

歌

発

表

会 

 
 

② 

石

坂 

養

平 

作

詞

、

山

本 

れ

ん 

作

曲

で

、 
 

 

歌

詞

に

あ

る
「

正

義

」
「

努

力

」
「

国

々

の

手

を

繋

ぐ

」
精

神

の

も

と

、
学

校

と

家

庭

、
地

域

が

一

体

と

な

り

教

育

活

動

を

行

い

、
多

く

の

卒

業

生

が

各

界

で

活

躍

す

る

こ

と

を

願

い

作

成

さ

れ

ま

し

た

。  



                   

                   


